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【短信】 

 

「研究活動紹介：シリコンフォトニクス」 

 フジクラ光電子技術研究所 

小川 憲介（フジクラ） 

 

 フジクラの光電子技術研究所（図１）では、光技術を核

とした研究開発を行っており、ブロードバンドネットワー

クを支える光ファイバを中心とし、「光」に関わる様々な

先進技術の研究開発を進めている（１）。本研究所において

取り組むテーマのひとつに、シリコンフォトニクスの研究

開発がある。ブロードバンドネットワークの発展には、高

速光ファイバ通信の普及が今後ますます必要である。それ

を見据えて、高速光ファイバ通信ネットワーク機器を安価

で簡便に構成するため、シリコンフォトニクスに基づいて

小型で高度に集積化された光デバイスの開発を進めてい

る。本短信では、本研究所のシリコンフォトニクス研究開

発チームの活動内容について紹介する。 

 

図１ フジクラ光電子技術研究所の外観 

 シリコンフォトニクスの研究開発で対象とするシリコ

ン光デバイスは、シリコンウエファ上に形成された光導波

路を基本要素とする光集積回路である。本チームでは、高

速光ファイバネットワークへの応用において求められる

性能要件にしたがい、光伝搬シミュレーションを用いてシ

リコン光導波路の構造を 適化し、シリコン光デバイスを

設計している。設計データに基づいて加工用のマスクパタ

ーンを構成し、CMOS デバイス量産に対応した装置を使用

して、200 mm シリコンウエファ上に光デバイスを作製し

ている。デバイス作製では、シンガポール科学技術研究庁

マ イ ク ロ エ レ ク ト ロ ニ ク ス 研 究 所 （ Institute of 

Microelectronics, IME）との共同研究開発を行っている（２）。 

 現在、伝送速度 10 Gbit/s 以上の光ファイバ通信ネット

ワーク機器に適用するべく、シリコン光変調器の研究開発

を進めている。加工後のシリコンウエファから光変調器チ

ップを切り出し、レーザ光を光変調器チップに入射すると

同時に高速電気を印加して、光変調器チップからの出射光

の波形を高速サンプリングオシロスコープなどで測定し、

性能評価を行っている（３）。さらに、光変調器チップをパ

ッケージ内に実装し、伝送機器に組み込むための技術開発

を同時に進めている。図２に、研究開発中のシリコン光変

調器ウエファ、チップおよびパッケージの写真を示す。 

 以上の活動を通じて、本チームはシリコン光変調器の実

用化をめざしている。 
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図２ シリコン光変調器 
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